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裁判例とその検討』（法務総合研究所 1986 （法務研究報告書 ； 第73集 第
号））という本です。
名著なんですけれど、本当は。刑事訴訟法関係では非常に大きな最高裁判例
ですけれど、昭和53年月の判例なんですよ。だから、30年前の最高裁判例
で、まだこれは立派な判例だから生きています。53年月日の、違法収集証
拠排除法則といって、捜査手続が違法な時には、それを証拠として採用しない
場合もありますよと。そういう違法排除法則を、最高裁が初めて認めた判例で
すよね。それを中心に裁判例を検討した本です。
この最高裁判例は一回読んでみれば分かります。本当に、「こういうことな
んだ」と。それを読めば、刑事訴訟法、もう分かったも同然ですよ。これに関
する答案を昔、採点したことがあるんですが、ほとんど書けてなかったです
ね。「捜査手続が違法なら、それは証拠として出せないのは当たり前だろ」み
たいな答案ばかりなんです。全然違いますよ。これはどういうことかという
と、令状も何もない職務質問の際に、相手がぐずぐずしている。だから、ポケ
ットに手を突っ込んで、持っているものを取り上げてしまう。で、それは、覚
せい剤だということが分かって、その流れで、その人が捕まったと。こういう
事件です。で、一審も二審もそういう捜査手続は違法だから、そんなものは証
拠として使えない。証拠として使えないから無罪だと。こういう判決が出たん
だけれど、検察官が上告して、最高裁はこれを破棄した。それで、勿論最終的
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には有罪になるわけですけれど。
要するに、証拠として使えないくらいの違法というためには、それはもう、
令状主義の精神を没却するくらいの重大な違法がなくちゃいけない。しかも、
それが将来の違法捜査の抑制に役に立つような、そういう場合だけ、と言って
いる。それはなんでかと言うと、この刑事事件の手続というのは、真相を解明
する、真実の発見と人権保障、そのバランスの中で、やっていくんだからと。
こういうことを、この判決は書いています。まだ読んだことがない方、おられ
れば、これを読まれると、法律家の考え方、最高裁の考え方、それが分かりま
すから、是非一回読んでみるといいと思います。
例えば、違法な捜査があった。これは証拠品として使えないよ、と言われた
ら、それはそうだろうと思う人もいるけれど、しかし、さっきも言ったよう
に、覚せい剤くらいだったら、それはまだ通用するかも知れませんけれど、で
は、これが殺人事件の凶器みたいなものだったら、どうするか。捜査が違法だ
ったから、これは証拠として使えませんよ。じゃあ、無罪、と言ったら、遺族
は怒りますよ。ああ、そうか、なんて言わないですよ。捜査手続が悪いのは、
警察が悪いんであって、警察が悪いからといって、被告人がいい奴になるわけ
はないだろう、と。こういうことですから。それはそれ、これはこれでね。違
法捜査を抑制したり、悪いことをした警察官を叱るためだったら、警察官を処
罰すればいいわけで、この事件としては、それでよしでいいじゃないかと。特
に、この非供述証拠というのは、押収の手続によって、中身が変わるというこ
とはないでしょう。これが供述証拠だと、殴ったり蹴ったり脅かしたりする
と、嘘を言ったり、本当のことを言えなかったりして、証拠の中身が変わる可
能性があるでしょう。供述証拠は、調べ方、捜査手続が違法か違法でないかに
よって、証拠の中身が変わる可能性がありますよね。無理やり、何か言わされ
ちゃった、本当でないことを、なんて。だけど、非供述証拠だから。覚せい剤
は、どんな押さえ方をしても、覚せい剤ですから。だから、捜査手続が違法だ
からといって、証拠から排除して無罪としていいのか、と。こういう議論があ
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るのは、当然なわけです。しかし、かといって、組織ぐるみで、裁判官の令状
なんて、あってもなくてもいいんだ。とにかく、力づくでもやってしまえばい
いんだ、と。平素からやっているような連中がいれば、これはちょっと、いく
ら中身は変わらないといっても、やはり、世の中の正義というものに反するん
じゃないかと考えますわね。そのバランスの中で、どういうところが一番いい
のかと。こうなっていくんじゃないかなと思うわけです。
そういうふうにして、一つの法律の話、あるいは世の中に起きている出来事
を見ていくと、法律的なセンスというのは、飛躍的に向上するはずです。今ま
で、自分たちが本を読んだり、判例を読んだりした時の、一方的というか、一
面的というか、薄っぺらな考え方が、恥ずかしくなるくらいの時が来るはずな
んだ。ああそうか、こういう考えもあるのかと。こうやって、思考の範囲が広
がるでしょう。非常に懐の深い物の見方、考え方ができてくる。こうなってく
るんじゃないかな。そうすると、司法試験に受かる、受からない、なんていう
レベルではなくて、どこへ出しても恥ずかしくない法律家になれるんじゃない
かと思いますけれどね。
司法試験
さっきも言いましたように、私、今、浪人生活を送っているんですよ。無職
ですね。それで、小、中学校の友達、高校の友達、大学の友達、あるいは、民
間の人とかね、色々な人が、慰労会とか、やってくれます。そうすると、必ず
聞くのが、「お前、なんでそんな法学部なんて入って、司法試験なんか受けた
んだ」と。「いや、俺もわからんけど」と言いながら、さっき言ったような話
をしてね。すると、「お前、本当に良かったな」と、必ず言いますよ。「いや、
俺もそんな深いことは考えなかったけれど、ただサラリーマンになって人に使
われるのは嫌だなと思ったし、あんまり人に頭を下げるのも嫌だしね」と。そ
う言いながらも、つい最近まで頭ばかり下げていたんですが。だから、検事と
いうか、法律家になれば、立派な資格だから。自分の考えの上で生きていける
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んじゃないかな、と。歳をとっても、それなりに社会と関わりを持って、偉そ
うなことを言って、生きて行けるんじゃないかと。朽ちてしまうようなね、歳
とったから、もうおしまい、というようなことはないんじゃないかと思ったん
です。「いいもの探したね」、と皆言ってくれますよ。
我々の時代は、合格者500人時代ですから希少価値があった。25,000人くら
い受けて、500人。こんな時代でした。今は2,000〜3,000人という話ですけれ
ど。それにしても、一所懸命やって、立派な法律家になれば、全体としてまだ
まだ数が少ないことは間違いない。なんとなくサラリーマン、なんとなく自営
業よりも、絶対いいと思いますけれどね。一つ、頑張ってやってもらいたいと
思います。
司法試験も、ちょっと方法が変わってしまって、法科大学院という制度を軸
に、動くようになりましたけれど。私どもの頃は、さっきも言いました、年
のうち、年間、学校はない。だから、自分で勉強するしかないわけですね。
答案練習会みたいのがあって、それを受けながら、ずっとやっていたんですけ
れど。私は、勉強を始めるのが遅かったものですから、大学四年生の時に勉強
を始めて、最初、本を読んだけれど、何がなんだかわからなかったですね。こ
んな試験受かるのは、頭おかしいんじゃないかと思った。本当に、何のことか
わからなかったですよ。法律っていうのは面白くないものだと思ったですね。
だけど、試験に受からなくちゃ仕方がないので、とにかく、一年間の計画を立
てて、壁に張って、まずこういう本、こういう本。科目ごとに、読む本などを
書いて、今年一年これだけやるんだと。で、次の日には、当然、一ヶ月の計画
を立てなくちゃ駄目ですね。一年でこれだけやるんだから、これを12で割っ
て、一ヶ月の計画を立てる。次の日には、これを一週間に。だから、来週月曜
日から日曜日まで、どういうふうに。何時に起きて、どうやって、こうやっ
て、と。そういう、計画ばかり立ててましたけれどね。しかし、最初一年間、
14時間くらい勉強してましたね。とにかく一日中、勉強ばっかりしてました。
大学の四年生でしたかね。
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卒業した年に受けて、そうしたら、論文まで受かっちゃったですよ。だけ
ど、自分一人で勉強してたものだから、議論したことがなかったんです、法律
の。で、口述試験で訊かれたら全然わからないんですよ。読み方からして違う
んですよ、法律用語の。何のことかわからなくて。昭和46年に卒業して、46年
の司法試験は、論文まで受かって、47年に司法試験受かったですかね。あまり
勉強してないですよ。だからね、あまり参考にはならないですけれど、とにか
くどこか一回は、ガーッとやる時が必要じゃないかなと思いますね。だらだら
だらっと、これから二年なり、三年間を生きてしまうと駄目で。だけど、何で
もそうですけれど、今から、十何時間やったら、まだ二年先、三年先ですから
ね。続かないから。そういうゆとりはもたなくちゃいけないと思いますけれ
ど。でも、いずれどこかで遮二無二やらなくちゃいけない時があるかなと思い
ます。それは大変ですけれど、努力して、絶対に損はしない。絶対に報われる
試験だと、私は信じていますから、ひとつ、一所懸命やられたらな、と思いま
す。
合格したいなら山梨へ
色々話しましたけれど、この山梨学院は、非常に環境がいいですよね。とに
かく、この山梨というところは、気候もいいし、食べ物もおいしい。周りの景
色も本当に綺麗だし。これから、桃の花が咲いて、桜の花が咲いて、綺麗です
よ、甲府盆地。本当に、こんな素晴らしいところはない。しかも、法科大学院
に、学長がかけておられる情熱も素晴らしいですから、非常に環境も整ってい
る。皆さんが、それを前向きに上手く利用すれば、どれだけでもそういう条件
は備わっているわけですよね。だから、それをうまく使うも使わないも、皆さ
ん自身ですから、これを上手く使って、一所懸命勉強してもらいたいなと思い
ます。
さっきも言いましたように、私自身も、仕事を辞めたばかりで、色々、これ
からどうしようかなと思っていたんですけれど、山梨学院で、皆さんと一緒に
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勉強しようかなと最近思うようになりました。皆さんも、「司法試験に合格し
たい。」、あるいは、「合格して立派な法律家になりたい。」、そういう気持ちで
山梨に来られたと思います。私も、皆さんを「合格させたい」、皆さんを「立
派な法曹にさせたい」という気持ちで山梨へ来て、皆さんと一緒に勉強したい
と思います。皆さんがそう思い、私が思い、また、他の先生もそう思って、一
所懸命やれば、やがて「司法試験に合格して、立派な法律家になりたいなら皆
で山梨に行こう」となるんじゃないかなと思います。それくらいの気持ちでや
って下さい。もう、「俺は本当は東大の方が良かったけど」と言っても仕方が
ないんだから。ここでやると決めて、ここでとにかく皆さんが成功を掴む。そ
のためにどうするか、ということが、私は一番大事なことだろうと思います。
お互いに頑張りましょう。
（本稿は2011年月25日に開催された「ウォーミングアッププログラム2011」
の講演記録である）
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